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ぼくがすんでいる宮原では、あきに三神宮のおまつりがあります。おまつりで

ぼくは、神楽をまいます。

神楽のれんしゅうをはじめたのは、１年生になったときです。神楽を教えてく

れるのは、同じクラスのゆきちゃんのおじいちゃんです。はじめ、ぶたいであそ

んだり走り回ったりして、なきそうになるほどおこられました。ぶたいからそと

にころがりおちて、けがをしたこともありました。おこられながられんしゅうを

つづけ、あきのおまつりで神楽をまいました。

たくさんの人が見ていて、まちがえずにできたかどうか分かりませんでしたが、

ずっとこわい顔でぼくのまいを見ていたゆきちゃんのおじいちゃんが、まいおわ

ったときに、にっこりとわらってくれました。おかあさんが、

「とってもじょうずだったよ。」

とほめてくれて、うれしかったです。もっとじょうずになりたいと思いました。

２年生になって三神宮のおまつりが近づき、神楽のれんしゅうがはじまりまし

た。ぼくは、サッカーのれんしゅうもしていて、神楽のれんしゅうがきつくなっ

てきました。おこられて「やめよう」と思ったことがなん回もありました。でも、

そんなときは、きょ年、神楽をまいおわったときに見たゆきちゃんのおじいちゃ

んのえ顔や、ほめてくれたおかあさんのことばを思い出し、「つづけてみよう」と

いう気もちになりました。

神楽は、三神宮があるちくの、小学生の男の子しかまうことができません。ク

ラスの友だちと話をすると、神楽をやってみたいという友だちがたくさんいるこ

とが分かりました。ぼくは、神楽をまうことができるのは、とくべつなことだと

気づきました。友だちの分も、いっしょうけんめいれんしゅうして、神楽をまい

たいと思いました。

今年の三神宮のおまつりでは、ゆきちゃんのおじいちゃん、おかあさん、家ぞ

く、町のみなさん、そして、クラスや学校のみんなに、ぼくの神楽のまいを見て

ほしいです。

神楽にこめられた思い
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